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  Research team members explored several possibilities for restructuring English, Informa-

tion Studies, Japanese, and Physical Education curricula in response to contemporary 

trends in information science and internationalization. Information Studies research in-

volved a student practicum in area studies in the city of Kamakura, followed by student de-

velopment of web pages. The functional utility of this exercise as an instructional tool , still 
under evaluation, is based upon student evaluations and visitor response to the web sites 

(see, for example, http:/www.shonan.bunkyo.ac.jp/-ippei/student/kumazawa/) In language 

studies, a theoretical review, of English language laboratory and computer assisted instruc-

tional (CAI) methods suggests the need for integrated expansion of computer assisted lan-

guage learning (CALL) systems. For Japanese language studies, two sets of CAI programs 
for classroom study were tested and their suitability evaluated by post-use interviews . 
The potential for multimedia and hypertext in Physical Education , a completely new ap-

plication, was explored and key concepts formulated for software now under development 

to be used in compact disc or computer-based physical education media. Our joint Project, 

reflecting research efforts from several fields, is unified by a common vision of the need for 

educational reform and represents the leading edge of educational concerns in the respec-

tive academic areas. We plan to continue evaluation of research findings in light of 

ongoing developments in information science and internationalization while further refining 

instructional and research methodology by classroom experience and practicum .
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文献

ま え が き

21世 紀 を目前 に して,教 育をめ ぐる環境

(メディア)が 劇的に変わろうとしている。

制度的な環境変化は帝国憲法下の教育制度か

ら現憲法下の教育制度に変わって以来初めて

の大規模な変化 と言ってよいであろう。大学

においては,1991年 の大学設置基準の改正,

いわゆる 「大綱化」が行われた。高校 におい

ては1994年 入学生 か ら新 しい 「学習指導要

領」が適用 され,彼 らは1997年 度から大学の

門をくぐる。

これ らはすべて情報化 と国際化 という地球

規模で展開 している環境変化への対応 と理解

して よいであろう。その中心にあるのが,こ

れまでの学力中心の教育観から学力以外の能

力を重視 した柔軟性のある教育観への変化で

ある。情報化 と国際化を推進 しているのが,

技術環境 としてのマルチメディア環境である。

現状でのマルチメディア環境の特徴は次のよ

うに整理することがで きるだろう。

第一に,こ れまでの文字中心の表現手段 に

加えて,画 像,音 声,さ らに動画をも統合す

ることにより,表 現の自由度を飛躍的に高め

ることがで きる。

第二に,こ れらの多様な手段お よび内容を,

コンピュータ技術 によって,す べてデジタル

情報 として扱 うことができる。デジタル化に

より実現 した,情 報の統合的な処理,保 存,

複製,加 工の自由度や再利用の容易性はデジ

タル化以前の表現手段では全 く考えられなか

ったことである。

第三に,マ ルチメディア環境の利用が地球

規模で多 くの人々にとって利用可能になって

きた。この環境 を可能にしたのがインターネ

ットにほかならない。

第四に,こ のようなマルチメディア環境が

実現 している双方向性を指摘で きる。情報は

決め られた方向に一方的に流されるのではな

く,情 報の受信者は同時に情報の意識的な発

信者になることがで きる。

以上の特徴から,マ ルチメディア環境の教

育分野での利用 に関するわれわれの研究の出

発点 として次の三点を確認 しておきたい。

第一。マルチメディア環境を学ぶこと自体

が,情 報化 と国際化の進展への学ぶ者の対応

の第一歩 となる。

第二。マルチメディアの利用 により,い わ

ゆる知識中心の受け身の教育から,学 ぶ者が

主体的に参加できる個性を生か した教育への

改革 をめざすべ きである。

第三。マルチメディア環境の利用は,教 育

の 目的と方法についての新たな理論武装 を必

要 としている。

よって,新 しい環境の利用はわれわれ教育

に関わる者に多面的で困難な課題を課 してい
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る。本論文では,英 語教育,日 本語教育,情

報教育,保 健体育の各分野においてこの新 し

い環境の利用方法に関する調査研究と授業実

践の結果 を報告する。

(若林一平)

1.コ ン ピュータ利用の英語教育

社会生活 を営み教育を受けるために母語以

外 をほとんど必要 としない語学環境 にある日

本の英語学習者にとって,ネ イティブと対等

な英語運用力を身に付けることは容易ではな

い。種々の教授法が提唱されてきたが,決 定

的な解決策は今日まで見いだされていない よ

うに思われる。マスメディアの発達 により日

常生活の中で英語をインプットされる機会や

内容は増加 したが,ア ウ トプットの機会が絶

対的に少なかった学習者にとって,イ ンター

ネットの出現 はまさにその垣根を取 り払うよ

うな大きな学習環境の変化であり,英 語教育

の歴史を大 きく動かす画期的な出来事である

といって も過言ではない。インターネッ トは,

WoridWideWebや 電子メール,ニ ューズグ

ループ等の手段 により,学 習者が英語での情

報を入手するだけでなく,自 らも英語 を使い

発信する機会 を持つ ことで,異 文化間コミュ

ニケーションの機会を提供することが可能で

ある。インターネットの世界では,英 語はも

はや外国の言葉ではなく,ボ ごダーレス時代

の共通語として,そ の需要の高さを認識する

ことができる。それ故,大 学での英語の授業

にも,よ り実用的なシラバスが要求 され,個

人の様々なレベルにも対応するような,学 習

者主導型の進め方が望 まれていくわけである。

これらのニーズを踏まえ,今 回の共同研究で

は,コ ンピュータを英語教育に導入する際の

理論的背景,教 育的効果,授 業展開の可能性

と方向性及び問題点を分析,調 査する。

1.CALL(ComputerAssistedLanguage

Learning)の 背景:LLか らCALLへ

Audio中 心 のLL(LanguageLaboratory)

教:室は1960年 か ら1970年 代 にか けて,構i造 主

義 言 語 学 の 影 響 を 受 け たAudio・LinguaI

Methodが 全 盛 だ った 頃,語 学集 中訓練 室 と

して広 が った。S-R理 論(刺 激 反応理論)に

基づ いた文型練習,反 復練習 が重要視 され,

そ れ までは レコー ドやテ ープ レコー ダーを教

員 が教 室 に運 び,全 体 で ネ イテ ィ ブス ピー

カー のモデル を聞 きなが ら発音練 習 していた.

が,LL教 室 の 中 で は教 師 の管理 の 下,個 人

個人の能力 に応 じて発 音練習 や聴 き取 り練 習

をす る場 が提 供 され,ネ イテ ィブス ピーカー

で ない教 師 も充分指 導で きる利 点 もあ り,理

想の語学教 育環境 として注 目 された。 しか し

1980年 代 に入 り,コ ミュニ カテ ィプアプロー

チ(CommunicativeApproach)が 注 目 さ れ

は じめ る と無 味乾燥 で機械的 な反復 練習 に疑

問が出,単 に発 音重視 の学習 よりも言語 の機

能,概 念 意 味 を重 視 した方 法 やCommun・

ityLanguageLearningの よ うに心理 的要素 を

言 語 訓 練 に 加 え る 教 授 法 も提 唱 さ れ た

(Larsen-Freeman,1986)。 同 時 に,ビ デ オが

普及 し,映 像 を使 っての聴 き取 り練 習 も盛 ん

に な り,音 声 中心 のLL教 室 か ら,ま さにマ

ルチ メデ ィア利 用 のラボ(語 学訓練室)へ の

変化 を遂 げてい る。 しか し,浅 野(1990)が

反 論 している ように,日 本人 に とって,特 に

音声 面 の言語 習得 は,ネ イテ ィブス ピー カー

と対 等 な レベ ル に達す る には,相 当の訓練 を

要す るため,正 確 な英語 運用力 を身に付 ける

最 善 の方 法 として,LL学 習 法 は他 の どの よ

うな教授 法が主 流で あって も不可欠 であ る よ

うに考 え られる。 この ような観点 か らも,従

来 のLL教 室 の機能 は,完 全 に廃 止 され るの

ではな く,学 生 の 自主 的な練習の場 として授

業 と併 用 して活用 す るこ とが望 まれる。

現在,言 語習 得理論及 び教 授法理論 は,か

な りの レベル まで議論 しつ くされ,Kennings

(1990)に よれ ば,`meltingpot'の よ う に異

なる理論 の長所 を融合 した教授 法 を多 くの教

師が模索 し始 めてい る。CALLは,こ の よう
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な教授 法の流 れ とコンピュータ社 会の ニーズ

に支援 され,米 国で は,1980年 代 か ら,日 本

で も1990年 代 に入 り,語 学学 習環境 として普

及 しつ つ あ る。 又,最 近 で は,CALL(Com.

puterAssistedLanguageLearning)と い う名

称 に代 わって コンピュー タを単 に補助 的道具

として とらえることではな く積極 的 に語学教

.育 効 果 を 高 め る とい う 立 場 の 主 張CELI

(ComputerEnhancedLanguageInstruction)や,

CFLL(ComputerFacilitatedLanguageLearn-

ing)と い う表 現が 米 国TESOL(Teachersof

EnglishtoSpeakersofOtherLanguages)の

学 会 で使 われている。

℃ommunicative'を 目 標 とす る側 面 に おい

て は,LLで は,`pseudo-communication'(Ri-

vers,1981)と 呼 ばれる疑似 コミューケ ーシ

ョ ン練 習 に終 わ る場 合 が多 い の に対 して,

CALLで は,リ スニ ング,ス ピーキ ングに加

えて,画 面 上での ライテ ィングに よる コ ミュ

ニ ケー シ ョン活動,WWW上 の テ キス トを

読 む リーデ ィング活動 も含め,よ り真 に迫 っ

た現実 の コンテキス トの中で コ ミュニ ケー シ

ョン能力,技 術 を身 に付 けてい くこ とを可 能

に して い る。特 にContent-Abproachに 人 気

が 傾 く今 日,情 報 源,発 信 源 と して の イ ン

ターネ ッ トが教材 の枠 を無 限に広 げ る ことで,

contentと1anguageの 両 面 をバ ラ ンス よ く組

み合 わせ た授業展 開 を助 ける ことにな る。

その他,コ ンピュータを利 用 した英 語教育

の効 果 は,次 の ような研究 か ら も実証 されて

いる。 ライテ ィングに関 しては,文 法 と語彙

力 を測:定 したLiou&Hung(1992)やAvent

(1994)は,普 通 教 室 とコ ンピ ュー タ上 で,

同様 の教材 を用い て指導 を行 った ところ後 者

の環境の方 が はるかに高い成績 の伸 びを示 し

てい る と発表 して い る。Dziombak(1990)は.,

学 生 間の グル ープ学 習 とコン ピュー タラボで

の授 業 を比 較 した ところ,物 理 的 には距 離が

おかれ てい るはず の ラボで の学 習の ほ うが よ

り綿密 な話合 いの もとで プロジ ェク トが進行

した と報 告 してい る。 また,Beauvois(1992)

は 学 習意欲 の少 ない学生 を対象 に画面上 での

ス ピーキ ング(チ ャッ ト)/ラ イ テ ィングの

機会 を与 えた ところ,教 室 での参加 に比 べ る

と興味 を持 って積極 的 に参加 し,著 し く質,

量 ともに優 ってい ると報告 してい る。同様 な

こ とが,文 教大 学国際学部 の1996年 度 前期 の

ワー クステー シ ョンで行 った リーデ ィングの

再履修 クラスで も報告 されてい るが,学 力 の

変 化 に関 しては現在調査 の段階 にあ る。

これ らの研 究結果 に対 して,CALLが 単 に

動 機づ けに貢献 しているので はないか とい う

見 解 も無 視 で き な い が,Rivers(1964)が

`Theteacherneedstoseehowsheorhecan

bestutilizethestudents'spersonalmoti-

vation._mosthumanmotivesarelearned'と

言 及 してい る ように,シ ラバス を考 え るにあ

た り,動 機づ けの重要性 は無視 で きない よ う

に 思 わ れ る。 しか し,Krashen(1982)の

AffectiveFilterの 仮 説 に よれば,学 習者 の情

緒 的 な不安 が高 けれ ば高 い学習効 果 を上 げる

こ とはで きないので,も し,CALLで の 言語

活 動 にコ ンピュータを扱 う技術面 での不安 が

伴 う とす れば,逆 効果 になるこ とも考 え られ

るで あろ う。

そ の他,学 習者主体 であ るこ と,学 習速 度

の上昇,ク ラスサ イズの対応 の柔軟性 な ども

コ ンピュー タ学習 の利 点 として留意 してお く

事項 であ る。

2.イ ン ターネ ッ ト利用 の授業の可能性

コミュニ ケー シ ョンのための英語 とい えば,

話 す こ とが 中心 であ ったが,イ ンターネ ッ ト

の時代 には,書 くこ とが 要求 され る。話 し言

葉 の場合 は内容が明確 であれば,あ る程度通

じる場合が 多い。 しか し,書 き言葉 になる と

文法 もより正確 さが求 め られ る。 そ して,正

確 な文章 を書 くために努力す るこ とが結果 的

にス ピーキ ング能力 の向上 に もつなが る と推

測 され る。次 にイ ン ター ネ ッ ト上 のWWW

と電 子 メー ルを利用 して行 う授業 内容 を検討
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する。

1)WWWを 利 用:

WWWは,イ ン ター ネ ッ ト上 の 情報 を ま

とめ,ア クセス を容易 にす るため のひ とつ の

ネ ッ トワー クであ る。 そのネ ッ トワークの情

報検 索 機 能(Yaho・!等)に よ り,多 様 な教

材 を主体 的 に入手 す る こ とが 可能 で あ る。

ホームペー ジをク ラス ごとに また は教員 ご と

に作 り,授 業の シラバス を用意 し,授 業 での

課題 ・教材 の提示 や他 の関連 したホー ムペ ー

ジへの アクセス をそのホームペ ージか ら行 う。

コミュニカテ ィプアプ ローチ の特徴 の ひ とつ

と して,`authenticity'(教 材 の新鮮 さ,現 実

の 内 容 で あ る こ と)が 重 要 視 さ れ る が

(Larsen.Freeman,1986),WWWで 入 手す る

教 材 は,ジ ャ ンルの多様 性,up-to-dateな 面

か らも最 適 である。 また,必 ず しも教 師が選

ぶ必要 は な く,学 生主体 の授 業であれ ば個 人

の レベ ルや興味 に応 じて自発 的 に広範 囲の分

野 に及ぶ最新 の教 材 を見つ ける ことが可能 で

あ る。

授 業 の中で の利用 法 は,次 の2つ のパ ター

ンが考 え られ る。

ひ とつ は,ト ップダ ウンアプローチ(一 字

一句 の翻訳 で はな く
,内 容 を読 み取 る ことで

読解 力 をつ け るこ とが 目的)の リーデ ィング

を行 ってい る場 合,テ キス トで扱 う内容 に関

す る情報 をYahoo!を 用 い検索 し,調 べ た内

容 を個 人や グルー プで口頭 で発表 し,ロ ール

プレイ,レ ポ ー トを書 くな どの言語活動 を行

う。 その プロセ スでWeb上 の ハ イパー テキ

ス トを開 いて い くこ とで 自発 的 なextensive

readingが 可 能 とな るので リー デ ィ ングカ を

つけ るために は有益 で ある。

もうひ とつ は,発 信 す る側 としての使用 が

考 え られ る。学習 した内容 に基づ き,ホ ーム

ペ ー ジを作成 ,プ ロジ ェク トの発表 の場 とす

る。場 合 によ って は,自 分で.書 くこ とを他人

と共有 す るこ との心理 的な プ レッシ ャー もあ

るが,ク ラスメー トか らの感 想等 のフ ィー ド

バ ックを得 る ことで さらに良い結果 が期 待 さ

れる と考 え られ る。

2)電 子 メール を利用:

英 語 を母語 とす るキーパ ル(電 子 メール に

よって文通す る相 手)を 持 つ こどによって,

書 く能力 を引 き出 し,同 時 に英語 圏の社会,

文 化 のawarenessを 相 手か ら学 ぶ ことを可 能

にす る(Tella,1992)。1997年 度 か ら姉 妹校

提 携 を結 んでい る ミシガン州立大学 の学生 と

クラス単位 でメ ール交換 す る計画 である。 し

か し,問 題 とな るのは,日 本の学生 の英 語 を

どこまで相手 が理解 して くれ るか とい うとこ

ろであ る。 む しろ,書 くことに目的 を しぼ る

な らば,ネ イテ ィブス ピー カー に限定せ ず,

例 えば,ア メ リカや カナダの大学 で学ぶ留 学

生 との英 語で のメー ル交換 も効果 的であ るか

もしれない。

ラ イテ ィ ングの授 業で は,journalwriting

とい う形 をと り学生 同士が互いの意見 を書 く

ことで メール交換 し,最 後 に教師 に送信 す る

こ と か ら得 られ る 成 果 も報 告 され て い る

(Wang,1994)。 ま た,課 題 提 出は電 子 メー

ルで受 け付 ける と返信 の処理 も容易 になる。

ただ,ア カウ ン ト(ア ドレス)が ひ とつ の場

合,複 数の クラスの課題 を同時に受け とる と,

記 録 するのが煩雑 になるが,提 出 日時 を指定

す る こ とで 解 決 で きる。 また,オ フ ィス ア

ワー も電子 メー ルボ ックスで 開 くこ とによ り,

普 段話 しかけて こない ような学生 か らの意見

や質問 を受 け るこ ともで き,学 生 との コミュ

ニ ケーシ ョンの輪が広 が ってい くことにな る。

その他,電 子 メ ール上 の コミュニ ケーシ ョ

ン方 法 と して,厂 チ ャ ッ ト」 機 能 を利用 して

書 くことで の同時 コ ミュニケー シ ョンが可 能

であ る。新 しい通信 手段 として これか ら活用

されてい くだろ うが,話 す ように瞬時 に書 い

てい く能力が必 要なので会話 の訓練 に もつ な

が る。 また,人 とのfacetofaceの コ ミュニ

ケーシ ョンが下手 な学習者 に とっては,こ の

よ うなや り取 りは,affectivefilterも 低 く押
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さえられる点か ら教育効果も期待 される。

3.国 際学部における課題

これからの学生にとり,進 路を開拓するに

も専門分野での リサーチを進めるにもコンピ

ュータは不可欠な道具である。特にインター

ネッ ト上は,英 語での情報量が最 も多いため,

国際学部の学生の英語習得への関心 も高い。

実際的なインフラの提案は,音 声面での指導

のために従来のLL教 室に加えてCALLシ ス

テムを導入することであろう。理想的には授

業で使 う教室 とは別 に学生が自由に出入 りで

きるオープ ンな学習環境 としてのlanguage

learningcenterの ような施設 として,LLと

CALLを 開放できることが望 ましい。そ して,

技術面では,必 要なサポー トがいつでも受け

られる体制を整え,コ ンピュータスペシャリ

ス トとの連携作業 を前提 に授業のシラバスを

考えることになる。国際学部の現状では学生

が個々の電子メールのアカウン トを学内に持

っているにもかかわらず,キ ャンパス内のみ

の使用 しかで きない状態 にあるが,学 内か ら

のアクセスを可能にすると学生の授業外での

学習機会が増えることになる。ノー トブ ック

パ ソコンを学生全員が購 入 し,LAN(Local

AreaNetwork)が 各教室 にも整備 されれば

複数のCALLの 授業 を同時 に行 うことも可

能になるであろう。

また,直 接指導に携わる英語教員のコンピ

ューターリタラシーと教室のメンテナンスに

関しての対策を考える必要がある。そのため

には,語 学教師だけではな く,ソ フ トウェア

の専門家,ハ ー ドウェアの専門家,教 育工学

の専門家 との協力が不可欠であ り,学 部内で

の教員間のコンピュータ教育 に関する共同研

究 も継続が望 まれる。

(小林ひろみ ・生田祐子)

∬.日 本語教育におけるマルチメデ ィア

教材の試験的利用

1.は じめに

語学教育の分野で も近年マルチメデ ィアへ

の関心が高まってお り,日 本語教育の場で も

ここ数年CAI教 材 を積極的 に利用 ・開発 し

ようとする姿勢が急速に広 まりつつある。

CAI教 材の利用 には,① 新 しい試みである

ため学習者の関心を喚起 しやすい,② 学習者

が授業以外の時間に自学 自習で きる,③ 学習

者各 自が自分の計画にそって自分のペースで

学習 を進めることができる,な どの利点があ

り,こ のような利点 を生かして使 えば,CAI

教材は授業の補助教材 として非常に有効だと

思われる。

2.文 教大学湘南キャンパスにおける日本語

教育 とCAI導 入の意義

文教大学湘南キャンパスの日本語教育の場

合,こ れまでの授業を進めてきた中でい くつ

かの問題点が見 られる。第一の問題は次の よ

うなことである。学生は既 に日本語学校でひ

ととお りの文法や音声等 を習ってきてお り,

大学入学後の日本語の授業は)で きればそう

いった個々の文法や音声の細 目ではな く,論

文の書 き方や資料 を使って発表する方法とい

った現場の 日本語利用に即 した内容で,言 い

換 えれば日本語そのものの学習というよりは

日本語の適切な使い方の習得ということを目

標 に進めてい くのが有用 と思われる。 これを

実践 してい く過程で しばしば生 じるのが,日

本語学校でせっか く身につけた基礎的な文法

や音声の細目を次第に忘れていって しまうと

いうことである。 日常生活で何 とか意思が通

じる,あ るいはとりあえず困らないという経

験 を重ねてい くうちに,い ったん一定の段階

まで達 したはずの日本語力が必要最小限のレ

ベルまで低下 し,場 合によってはそのまま化

石 化 して(fossilized)し まう。 これ を防 ぐ
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ためには折 にふれ既習事項を復習することが

必要であるが,限 られた授業時間内で学生各

自の レベルに合わせた有効 な復習を行 うのは

容易ではない。

第二の問題は漢字である。本キャンパスに

は毎年15人 強の留学生が入学 して くるが,う

ち大多数が中国 ・台湾 ・韓国といったいわゆ

る漢字圏の出身で,非 漢字圏出身者はごく少

数である。非漢字圏出身の学生 も日本語学校

である程度の漢字は習得済みだが,当 然のこ

となが ら漢字圏出身者 との落差は大 きい。こ

のような非漢字圏出身者に対 しては,漢 字圏

出身者 とクラスを分けて独 自のシラバスを用

意するのが理想的であるが,ク ラス規模,教

室数,コ マ数などを考えた場合,現 時点の本

キャンパスにおいて現実的には不可能であ り,

何 らかの方法で当該学生の自習を促す必要が

ある。

日本語教育分野が今回の共同研究に加わっ

た最大の理由は,上 記二つの問題点の対策 と

してCAIが 有用であると考えたことである。

3.導 入 した教材

共同研究費で下記 のCAI教 材 ソフ トを購

入し実際に利用 した。『

a.服 部セイコー 『(Let'sLearnNihongo:

JGシ リーズ)正 しい日本語の使い方』

b.月 艮部セイコー 『KanjiDril1』

aは 基礎的な文法や音声に関する説明と練習

問題,テ ス トからなるコースウェアであ り,

上述の第一の問題点の解決に役立つのではな

いか と考えて選んだ。第二の問題点の対策用

に選んだのがbで ある。漢字の読み ・書 き双

方の ドリルを作成するためのソフトであり,

豊富なサ ンプルデータを含む。書きとりの練

習のために合わせて購入 した手書 き入力用の

タブレットはこのソフトのために作 られた専

用のもので,筆 順の判定がで きるのが大きな

特徴である。

4.CAIを 用いた授業とその結果

CAI導 入の本来の目的は文法 ・音声等の個

人的な復習 と漢字の自習であるが,95年 度 に

おいてはとりあえず試験的な利用 とい うこと

で,ま ず授業時間内に用いてみることにし,

数度にわたる授業をCAIに より行 った。

①学生の反応

当初学生は非常に強い興味を示 した。日常

的にコンピュータを使 う環境 にある者は少な

いため,何 はともあれ触ってみたいと思う学

生が多かったようである。ただ し,実 際に使

ってみる段になると,率 先 してやってみよう

とする学生はあまりいなかった。機器や教材

が一式 しかないため交替で機械の前に座って

問題 を解 くという状況であったこともあり,

誤操作や誤答をおそれたようである。

②CAI導 入の成果

特に音声面では大 きな成果があった。導入

した教材には,清 音 ・濁音 ・半濁音の最小対

立を含む語や促音の有無に関する最小対立を

含む語を耳で聞いて識別する問題が数多 く含

まれている。そういった音の違いは,日 常会

話でも,ま た授業中のス ピーチや討論等でも,

コミュニケーションに大 きな支障がないため

に見過ごされがちである。今回教材 を用いて

チェックしたことにより,身 についていない

音声が思った以上に多いということが教師に

も学生たち自身にもよくわかった。

③CAI導 入の問題点

キーボー ド操作に慣れていないということ

は予想以上に大きな障害になった。このこと

については,今 回導入 したソフ トがローマ字

入力 しか受けつけない ものであったことにも

問題がある。 コンピュータに慣れてお らず

キーの位置の確認に手間どるという以前に,

日本語の音声をローマ字で どう表現するのか

理解 していない学生が多かった。今回のソフ

トに限 らず 日本語教育関係 のCAI教 材 には

学習者の一定の英語能力 を前提 としたものが

多 く,今 後の改善が待たれるが,当 面 このよ

うなソフ トを引き続いて利用 していくと考え

れば,ロ ーマ字表記について別に初歩的な教
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育を行 うことが前提 となろう。

マウス操作にも思 った以上の抵抗が見 られ

た。 これ も日頃使い慣れていないことが大 き

な原因であろうが,手 の感覚 とカーソル移動

とのずれが大 きいらしく,厂先生,こ れこっ

ち(キ ーボー ド)で はできないんですか」 と

いう質問(苦 情?)を 何度 も受けた。

また,CAI導 入 自体の問題点ではないが,

書 きとりの練習に用いた手書 きタブレットは

少々判定が厳 しす ぎるようで,「?」 マーク

が続出 し,学 生の意欲がいささかそがれたよ

うである。

最後に,最 も大 きな問題点は設備面である

と言える。今回導入 した教材のうち3で あげ

たaはCD-ROM教 材であ り,本 格的に利用

しようとすれば,教 材自体 も教材を利用する

ためのCD-ROMド ライブ もで きれば学生の

人数分用意するべ きである。予算が関わるこ

とであ り容易ではないが,一 斉に自由に利用

できる環境がなければ本来の目的である自習

用には使えず,誰 かが代表 して問題を解 くの

を見ているというだけでは学生も退屈する。

今後の検討が必要であろう。

5.ま とめ

以上,日 本語教育におけるCAI教 材の導

入 とその結果について簡単に報告 した。上述

の とお り数々の問題点はあるものの,音 声面

で見 られたような明らかな成果もあ り,湘 南

キャンパスの日本語教育においても,設 備そ

の他の改善を期 して今後さらに積極的にマル

チメディアを利用 してい く意義は大 きいと思

われる。

(野村美穂子)

『
皿.情 報教育分野 にお けるイン ター

ネ ッ トの活用

1.ハ イパーテキス トとWWW

インターネットへの多 くの人々の参加を可

能に したのはWWWの 登場 と普及である。

WWWの 基礎であるハイパーテキス トの仕

組 みは1960年 代 にテ ッド ・ネル ソ ンが考 えた

情報 を自由に連結 してい く考 え方 に基づ いて

い る(ChristopherKeep,TimMcLaughlin ,

Robin(1995))。 文 書 中 の テキ ス トに別 の文

書へ の リ ンク を持 たせ る考 え方 である。

ハ イパ ーテキス トの考 え をコ ンピュー ター

ネ ッ トワー クの世界 に拡張 して応用 したのが,

ヨ ー ロ ッパ素粒子研 究所 のテ ィム ・ベ ルナー

ズ ・リー(TimBerners-Lee(1996))で あ り,

こ れ がWWWと 呼 ばれ る仕組 み の始 ま りで

ある。ハ イパ ーテキ ス トの リンク先 の文書 は

地 球 規 模 に展 開 した イ ン ター ネ ッ ト上 の

WWWの サ ーバ ー に蓄積 され て お り,こ れ

らリンク群 を仮 想的 にイメー ジ したのが 厂地

球 規 模 の ク モの 巣」(WorldWideWeb)と

い う呼 び名 の起 源で ある。

ハ イパ ーテキ ス トの リンク先が,文 字 だけ

では な く,音 声 や画像,さ らには動 画 を も含

む ときこれ をハ イパ ーメデ ィア と呼ぶので あ

る。

2.WWWの ガ イ ドの ため の ホ」 ムペ ー ジ

の作成

WWWは,ハ イパ ー テキ ス トに よ る表現

方 法 を学ぶ場 と して,ま た世界 の情 報 を探索

す る場 として,そ して何 よりも情報 を自分 か

ら発 信 して情報 世界 との双 方向 の交 流 を実現

す る場 と して 画期 的 な もの で あ る。WWW

の 世 界 は既 に,6000万 件 以上(1996年10月 現

在)層 と も言 われ る情報 の 厂迷宮」 であ り,初

めての参加者 で な くと も適 当 な道案 内が必要

な こ とも事 実 で あ る。 そ こで,WWWへ の

ガ イ ドを も兼 ねて若 林 ゼ ミの ホー ムペ ー ジ

"C
yberPlazaIppei's"(Wakabayashi,1,(1996-

A))を 作 成 した(図1)。 こ のホー ムペー ジ

は,・

1ミ シガ ン州立大学,北 京大学 な どの世

界の大学

2ゼ ミ生 のホー ムペ ージ(作 成途 中 を含

む)

3日 本 お よび世界 の新 聞

一128一



                                         Cyberplaza Ippei's 

Faculty of International Studies, Bunkyo University at Shonan , Japan 

   Wakabayashi Seminar " Computer and Society " Home Page 

                        Last updated October 3 1996

      Ippeils Another Links 

JOB Hunting on the Net jNi ongo) h I
ntroduction to the Internet(NihonLip 
Ippei's Top Ten Reasons to love PC

I ... - I I 

Yahoo! (Nihon go) I Nikkeil Asahil Mainichil Yomiuril Weather(Japan) I Weather(US and 
                               World) 

Yahoofl Financial Tiniesl Wall Street journall THE TIMESI Le Monde I Die Welt I TIME 
                      DAILY I The New York Times

Ippei's Special 

  GOYA, 250 Anniversary 

     Francisco Goy-a. considered to be "the Father of Modem Art ," began his painting career just after       i~'e'-l ... a'ie' ----- B .... a-r --- o ... cl'u-'e" period. In expressing his thoughts and feelings frankly, as he did, he became the 
    pioneer of new artistic tendencies which were to come to fruition in the 19th century. Copynight (0 

     1996, Image One, Inc. 

       • Spanish home page ofQOYA 250 Anniversary 

        • GOYA from the WebMuscum , 1) Is

Seminar links 

   • M.atubara's Seminar 
   • T.Shakushi's Seminar 

Student links 

   0 This is the Kumazawa's home page "Kamak-ura Wonderful Place 20" (in JEanese 
  • Nobelin FAQ 

  • Kimie KANAI 
  • Tohru TSURUTA 
  • Hideki NAGAKURA 
  • Chihiro YAMAMURA

図1.若 林 ゼ ミのホームページの画面
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Kumazawa'sHomePage

ThisistheKumazawa'shomepage
"KamakuraWonderfulPlace20"

92wヱ1095@shonaη 加 刀kyo.acJp

安国論寺(あ んこ くろんじ)

鎌倉駅東口～京浜急行バス ・名越経由逗子行 ・名越下車

鎌倉駅東口～徒歩20分

9:00～17=00

拝 観料:100円

妙法寺の南隣にあるお寺。1253年 に安房から鎌倉へ移った日蓮が草庵を結んだ所。 「松葉ヶ谷御小庵の

跡」の碑がある。開山 ・開基 ・本尊共に日蓮上人。裏山には 「立正安国論」(1260年)を 書いた御法窟があ
る。寺号はこの 「立正安国論」から。

御法窟の前の御小庵は元禄時代の再建。庵の蘭にある山桜は 「妙法桜」と呼ばれ、日蓮が庵安房の清澄山から
もってきた物が根付いた物といわれ、天然記念物に なっている。春には本堂前に天然記念物の海棠の大木が咲

く。

本堂手前の石段を上ると日蓮が富士山に向かって法華経を唱えたという富士見台に出るこの石段、とっても狭

くて段差も激 しいので結構大変。でも富士見台のからの海や街の眺めはとてもきれい。 現在でも晴れた日には富

士山が見えるという。

入り口の受け付けで拝観料を払うと案内図をくれる。また、受け付けの横にはお茶室があるので、休憩するこ

もできる。

安養院(あ んよういん)

鎌倉 駅 東 口 ～徒 歩17分

8:00～16:30

拝観 料:100円

別名 「ツツジ寺」とも呼ばれる鎌倉一のッッジの名所。これらのッッジは関東大震災後、当時の住職が植えた

もの。
1225年 に北条政子が源頼朝の菩提を弔うため、長 谷の笹目ヶ谷(さ さめがやつ)に 開いた長楽寺をが

前身。後に現在の場所に移 り、北条政子の法名をとって寺号を改めた。坂東33カ 所観音霊場の第3番 札所。

本堂裏には2つ の印塔があり、一つは北条政子の墓 と伝えられ、もう一つは開祖 ・尊観上人の墓といわれてい

図2.卒 業制作の事例
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                       Bunkyo University Faculty of International Studies 

             This is a test version. 

           Welcome to 

Faculty of International Studies

Bunkyo University at Shonan

  Dean's Message 
  Faculty Members 
  Course description 
  Journal of the Faculty of International Studies - Index 

  Campus pictures 

  The rapid development of international economic ties ,combined with parallel 
  progress in technology and communication has resulted in a world not only smaller 

  but also more complex in international relations . 
 Japanese university education cannot remain aloof from these changes and the 

 globalization that they call for. The Faculty of International Studies was established 
 to meet these challenges based on the following four principles . 

• To produce professionals who have acquired the highly interdisciplinary knowledge required to 
 cope with issues and problems involving the planet as a whole; 

• Through exchange with overseas colleges and universities, to produce professionals internationally   i
nformed and alert, and who can therefore function effectively in an international environment,   environment; 

• To produce professionals who act in accordance with our traditional campus motto "Love of 
 Humanity" and bring that ideal to greater realization by engaging in activities worldwide; 

• To create a multicultural campus by actively encouraging enrollment of overseas students and 
 Japanese returning from abroad. 

 Three majors are offered: 

 1. International Culture 
 2. International Relations 
 3. International Economy

International Culture Major 

     Students with this ma*or are qualified to work for public organizations, enterprises, 9 
    and foreign-affiliated firms, which require broad knowledge of and insight into international 

     culture. Required subjects include comparative arts , comparative culture, comparative sociology, 
     computer science, environmental studies, philosophy, religion, social studies of science and 
     technology, and sociolinguistics.

図3.文 教 大学国際学部のホームページ(試 作版)の 画面
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4イ ン ターネ ッ トの歴史 と現状

5ホ ームペー ジ作成 のためのマ ニュアル

お よびソ フ トウェァ

な どへ の リ ンク を含 んで い る。 こ の ホー ム

ペ ージ は随 時更新 を行 っている。本研究 終了

後追加 した情報 と して は,若 林 が作成 した次

のペ ー ジへ の リンクがあ る。

6イ ンター ネ ッ トで就職 活動(Wakaba

yashi,1.(1996-B))

これ は,就 職 活動 をす る学 生の ためのイ ン

ターネ ッ トへ のガ イ ドを提供 す るものであ る。

3.ホ ームペ ージ を利用 した卒 業制作 の例

1996年 卒 業 の熊澤央子(若 林 ゼ ミ)が 鎌倉

の 観 光 案 内 の ホー ム ペ ー ジ:Thisisthe

Kumazawa'shomepage"KamakuraWonder-

fulplace20"(Kumazawa,H.(1996))を 作 成

した(図2)。 この ペー ジは熊 澤が 自分 の足

で鎌倉 を歩 いて調査 を行 い,寺 院 を中心 に現

場状 況 をビデオ に収録 した記録 を もとに作成

した ものである。 ビデオ映像 か らは静止 画像

をデー タ として取 り込 んだ後,イ ンターネ ッ

トで広 く使 わ れ てい るGIFフ ォ ーマ ッ トに

変換 してホームペー ジに組 み入れ た。

静止 画 を取 り込む ため には,デ ジタル カメ

ラ を利 用す る方法が一般 的であ り,画 質の点

で も優 れ ている。 しか し道具 として成熟 し普

及 してい る点,連 続 した映像 か ら自由に静止

画像 を切 り取 る ことがで きる手 軽 さを考 えて,

こ こで はあえて ビデ オカメラの メリ ッ トを強

調 してお きたい。

4.国 際 学部 のホームペ ージの試作

共 同研 究 グルー プの共 同作業 によ り,国 際

学 部 の ホー ムペ ー ジ"WelcometoFacultyof

InternationalStudiesBullkyoUniversityat

Shonan"(Wakabayashi,1.,Kobayashi,K.,Ko

bayashi"H.,Ikuta,Y.,Nomura,M.,(1996>)

を試 作 した(図3)。 構 成 は,表 紙 に相 当す

るペ ージ を,国 際学部の概要紹 介 にあて,

1Dean'sMessage
'2
FacultyMembers'

3CourseDescription

4JournaloftheFacultyofInternational

Studies-Index

5CampusPictures

の5部 構 成 と した。1は 学部 長 か らの メ ッ

セ ージ。2は 学部教 員の紹介 で,こ のペー ジ

の内容 は各 メンバ ーか ら経歴,専 門分野 な ど

につ いての アンケー ト協 力 の結 果 に基づ いて

作 成 した。3に カ リキ ュラム紹 介,4は 紀 要

の タイ トル紹介,5は 入 学式,研 究室風 景の

写真集 であ る。5の 写真集 もビデ オ画像 か ら

の静止 画の取 り込 み によ り作 成 した ものであ

る。

5.今 後 に向 けて

自 ら情 報発 信者 と してWWWへ 参 加 す る

学生 は まだ少数 であ る。 しか し,基 本 的な リ

テ ラシー(読 み書 き能力)を マス ター しさえ

す れば,多 くの学生 の潜在 的な情報活用 能力

を引 き出す こ とが可 能 と思 われ る。 その際 に,

静 止画 ばか りで な く,動 画 や音 声 を も利用 し

た 自由な情報表現 の世界 は特 に若 い学生 た ち

の感性 を刺激 して,情 報教育へ の主体 的な参

加へ の動 機づ け として強力 な もの となるであ

ろう。

(若林一平)

】V.マ ル チメデ ィアが変 える保健体育

大学における保健体育の主な4つ の領域 と

その主たる責任主体 を示す と表1の ようにな

るQ

表1保 健体育の領域とその責任主体

①正 課 授 業

②健康管理業務

③課外スポーッ活動支援

④その他の活動

… 保健体育教員組織

… 保健管理センター

… 学 生 部

… 主に上記の組織と教員

マルチメディア環境 を利用すると,こ れら

4つ の領域それぞれでこれまでより一層充実

した教育活動を営むことがで きる。マルチメ
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デ ィアが,教 材 や コ ミュニケー シ ョン ・ツー

ル として従来 のメデ ィア よりは るか に強力だ

か らで あ る。本 章 で は,「 マル チメ デ ィア環:

境 を利用す るこ とに よ り,保 健体育 で どの よ

うな教育効 果が期待 で きるか」 を学 習教材 に

つ い て述べ た あ と,コ ミュニ ケー シ ョン ・

ッールの視点 か ら,上 記4領 域 につ いて述べ

る。

1.学 習 教 材 と して

保健体育 の教材 として は,教 科書 や掛 け図

な どの印刷物 の他,ビ デ オ ・テープ,人 体模

型,パ ソコ ンソフ ト等 があ り,よ く利用 され

ている。 しか し,こ れ らの多 くは保健教 育 にヒ

関す る もの で,体 育 としては ビデ オ ・テ ー プ

が利用 され る くらいで あった。運動技術学 習

に関 しては,従 来 のメデ ィアでは学 習効果 が

あ ま り期待 で きなかった。

これ までの表現形態 は,連 続写真 や絵 な ど

の印刷 物 や映像(ビ デ オ),コ ン ピュー タ ・

グラ フィックス(パ ソコ ンソフ ト)な どであ

る。学 習者が運動 の イメージ を獲得 しやす く

す るため には,そ の運動 を現実 に近い形 で表

現 す る必 要 が あ るが,印 刷物 とコ ン ピュー

タ ・グラフ ィックスでは この点 で限界 があ っ

た。 ビデ オは,こ の点 では優 れ ている ものの ,

学 習 したい運動技術 を繰 り返 し見 る とい う場

合,巻 き戻 し操 作 に手 間が か か りす ぎる。

レーザ ー ・デ ィス クで あれば この点 を解決 で

きるが,再 生機 の普 及が進 んでいないせ いか,

運 動技 術学習 の ソフ トは極め て少 ない。

マルチ メデ ィア環境 を利 用す る とどの よう

な教材 ・教 具 が可能 になるであ ろうか。現在 ,

合 気道 を題 材 とした 自習用教 材 を試作 中であ

るの で,こ れ を具体 例 と して ,エ キ スパ ン

ド ・ブ ックの可能性 と問題 について述べ る。

(な お,こ の他 に,バ ーチ ャル ・リア リテ ィ

に よる学習 も考 え られるが,教 具 が大 がか り

になるので本研 究で は取 り上 げなかった。)

エ キスパ ン ド ・ブ ックは
,前 述(皿 一1)

の ハ イパ ーテ キス トの仕組 み を使 った電子 図

書 で あ る。エ デ ュ テ イ メ ン ト(Education+

Ente實ainment)と して,語 学 を始 め とす る

数多 くの学習 ソ フ トがCD-ROMで 市 販 され

てい る。 しか し,管 見 の限 りで は運動技 術学

習 ソフ トは発売 され ていない。

運 動 技術 学習 の 教材 と して,エ キ スパ ン

ド・ブ ックの優iれてい る点 を挙 げ ると,以 下

の4点 になろ う。

1)ラ ン ダム アクセスで きる

ランダムア クセ ス,す なわ ち数多 くの中か

ら特 定の ものに アクセスする作業 は電子媒 体

の得意 とす る ところで ある。 この利点 は,合

気道 の ように学習 内容が数 多い技 であ る場合,

活 か され る。 例 えば,「 横面 打 ち呼吸投 げ」

の技 の映像 を見 る場合,ビ デオだ とその映像

を再生す るまでテ ープ を送 った り,巻 き戻 し

た りす る手 間がかか る。 エキスパ ン ド・ブ ッ ρ

クの場 合,マ ウスの ク リック操作 一つ で瞬 時

にその映像 を画面 に映 し出す ことがで きる。

2)リ ピー トで きる

理想 的な フォームを繰 り返 し想起す る こと

が,運 動技術 の獲i得に有 効であ るこ とが知 ら

れてい る。 これは,イ メージ ・トレーニ ング

と呼 ばれて いるが,こ の トレーニ ング効果 を

挙 げるため には,理 想的 なフ ォーム を繰 り返

し観察 し,イ メ ージ として獲得す る ことが必

要であ る。 エキスパ ン ド ・ブ ックは何度 もリ

ピー トす る作業 も得意 としてい るの で
,こ れ

が容易 であ る。 それ に比べ,ビ デ オ ・テープ

の場合 は手 間が煩雑 であ る。

3)リ ンケ ージで きる

例 え ば,厂 横 面打 ち呼 吸投 げ」 を学習 して

い ると きに,間 合 いの取 り方 につ いての留 意

点 を知 りた くな った としよう。図書や ビデオ

の場 合,そ の情報 を得 るためには,最 初か ら

「横面打 ち呼吸投 げ」 の項 を読 む な り,再 生

す るな りしなければな らない。 その うえ,欲

しい情報 が得 られ るか どうか は,最 後 まで行

か なければ分 か らない。 しか し,エ キスパ ン

ド ・ブ ックだ と画面上 のボ タン(印 のつ いた
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箇所)を クリ ックするだ けで その情報 を得 ら

れる。つ ま り,こ の場合,間 合 いの留 意点 を

得 られ る。 同様 に,身 構 えや視線 の置 き方,

足 さば き,手 の使 い方 な どな ど数多 くの留意

点 の うち,必 要 な もの だけに瞬時 にアクセス

で きる。

また,「 横 面打 ち」 の他 の技 を知 りた い と

きも,瞬 時にア クセスで きる。 ビデオ ・テー

プの場合 だ と別のテ ーフ.と入れ替 える必 要な

どもで て くるだろ う。エ キスパ ン ド・ブ ック

の方が収容 で きるデ ー タ量 が多 いので,一 枚

のCD-ROMで ビデ オテー プの何 本分 か に な

る。

4)3方 向 か ら撮影 した映像 を表現

運動技術 を映像 として示す場合,ど う して

も二次元 で しか表現 で きない。 そ こで,3台

の カメ ラを使い,正 面 と側面,上 方か ら撮影

した写真 または映像 を見 せ るな どの工夫が,

図 書 や ビデ オで な されて きている。 この点 に

つ いて も,エ キスパ ン ド ・ブ ックの方が はる

か に優 れてい る。 クリック操作 一つで,3方

向 の うち どの方 向か らの映像 も瞬時 にそ して

繰 り返 し再生 で きる。

以 上見 て きた ように,運 動技術 学習の 自習

用教材 と しては,エ キスパ ン ド ・ブ ックは他

のメデ ィアをはるか に凌駕 してい る。 しか し,

利 用 しやす さの面 で問題が ないわ けで はない。

例 え ば,エ キ スパ ン ド ・ブ ックをCD-ROM

で提 供 した場合,そ れが使 え るパ ソコ ンが必

要 に なる。 デス ク トップ型 のパ ソコ ンだ と,

デ ィス プ レイ を見 なが ら運 動で きるスペース

が パ ソコ ンの周 りに確保 されてい るこ とは稀

であ ろう。 もちろ ん,エ キスパ ン ド ・ブ ック

はイ メージ ・トレーニ ングの教材 として割 り

切 って しまえばそれ で も良いの だが,映 像 を

見 なが ら運動 で きるに越 した こ とはない。 し

か し,こ の 点 は,CD・ROMド ラ イ ブ付 きの

ノー トブ ックパ ソコ ンであれ ば解決 で きる。

運 動が で きる場所 にノー トブ ックパ ソコンを

持 っていけばいい のだ。

現在のところは,授 業で学習 している数種

の技 を教員のホームページにのせて提供する

準備をしている。これであれば,個 人のパ ソ

コンを持っていない場合は,コ ンピュータ実

習室からアクセスで きるので受講生が利用 し

やすい。

2.コ ミュニケーション ・ツール として

学内LANな どのマルチメデ ィア ・ネット

ワークを利用すると,情 報伝達が効率 よく行

える。上記の保健体育の4領 域について検討

しよう。

① 正課授業

現在の ところ,次 の3点 の利用 を計画中で

ある。

(1)ホームページでのシラバス閲覧

群馬大学が全国にさきがけて実施 したが,

これにならい保健体育のシラバスをホー

ムページ上で閲覧できるよう計 画 してい

る。

(2)クラスワークとしての利用

課題 を学生に対 して提示 した り,学 生が

提出した りすることは,従 来めパソコン

ネットワークでも行われてきたが,マ ル

チメディアの場合,表 現をより豊かにで

きる。

(3)担当教員組織からの情報提供

担当教員組織ではこれまで,「 保健体育

に 関 す る 意 識 調 査」(小 林 ・武 藤

(1993))を 始めとして,学 生の意識や実

態,意 向調査 を実施 してきた。それらの

結果公表をホームページですることがで

きる。従来は,印 刷物になるまで数 カ月

を要 したが,印 刷製本す る時間が短縮で

きるので,回 答 した学生 に短期 間でフ

ィー ドバ ックできる。

また,科 目の成績分布 を公表すること

も検討中である。履修 した学生は自分の

成績を相対化で きるし,こ れから受講 し

ようとする学生には履修選択の検討資料

となろう。また,同 一科目を複数闘講 し
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複数の教員が担当している場合には,成

績の偏 りをな くし平準化することが期待

できる。すなわち 厂仏」や 「鬼」 と呼ば

れることをな くすことがでぎるであろう。

特に必修科 目でクラス指定制の場合,学

生には選択の余地がないので成績の平準

化は必要である。

②健康管理業務

学生が大学周辺の医療機関を利用 しやすい

ように,医 療機関の一覧 を学生便覧に載せて

ある。これなどもホームページ上で行 うこと

ができる。

また,よ くある学生か らの質問については,

FAQ(よ くある質問 とその回答集)と して

まとめてお くこともで きよう。

かねてより,保 健体育教育 と保健:管理業務

を有機的 に連携す ることに努めてきたが,

WWWの 利用でそれをより一層緊密 にで き

ることが期待で きる。

③課外スポーッ活動支援

学生部か らの情報伝達やFAQは もちろん

のこと,そ れ以外としては,学 内スポーッ新

聞の発行 に利用できる。現在は体育会が印刷

物 として不定期 に発行 しているが,電 子新聞

として発行することも可能である。手間の面

でも随分 と省力化できるので,体 育会傘下の

運動部の試合結果 を即座に伝達することもで

きよう。試合予定 をこまめに広報すれば,応

援に駆けつけ『る一般学生を増やすことも期待

できる。

④その他の活動

学内外のサ ービス ・プログラムや施設 ・用

具サービスなどがこれに当たるが,文 教大学

湘南校舎では現在め ところ,運 動用具 ・施設

の貸 し出 しサービスをしているだけである。

そこで,ス ポーッ情報サービスを計画中であ

る。これは,近 隣iのスポーツ施設の紹介やス

ポーツ ・イベ ントの案内,ス ポーッ団体の紹

介 などを学内LANを 利用 して行 うものであ

る。写真などの画像データを使用できる利点

を活か したサービスを計画中である。

(小林勝法)

お わ り に

近年,全 国の大学で学内LANが 敷設 され,

インターネッ トと接続するなど,マ ルチメデ

ィア環境がハー ド面で整備されつつある。こ

の環境 を利用 した教育の可能性と問題点 につ

いて,英 語教育 と日本語教育 ,情 報教育,保

健体育の授業開発 を通 して検討 した。概要は

以下の通 りである。

1.英 語教育

コンピュータを英語教育に導入するにあ

た り,理 論的背景 と教育的効果,授 業展開

の可能性 と方向性,及 び問題点を検討 した。

2.日 本語教育

日本語の適切な使い方の習得 と漢字学習

の効率アップのために,CAIソ フ トを利用

して授業を行い,授 業への効果的な組み込

み方 を探 った。

3.情 報教育

WWWへ のガイ ドも兼ねてゼ ミのホー

ムページを作成 した。そ して,卒 業制作 と

して鎌倉の観光案内のホームページを作成

する学生 も現れた。 さらに,国 際学部の

ホームページを試作 した。

4.保 健体育

運動技術学習の教材 としてエキスパ ン

ド・ブックが他のメディアより優れている

点 と限界を事例 をもとに示 した。

折 しも,大 学の授業改革:が世界各国で進め

られている。たとえば拝聴型の講義だけでな

く参加 ・討論型の授業を開発するなど,学 生

を自立 した学習者に育てるようなカリキュラ

ムとその実践が重視 されてきている。一言で

いえば,学 生中心の学習であ り,学 生に何 を

教えるかよ りも,学 生が何 をどう学んでいる

かに配慮 した教育 ということになろう。学生

が将来 自立 した生涯学習者 になれるように育

てるためである。
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まえが きにも述べたように,情 報化 と国際

化が展開 している状況にあっては,マ ルチメ

ディア環境を利用 した教育は,現 在の大学教

育には必要不可欠である。そして,こ の環境

では,学 生が主体的に学習 し,さ らに他者と

共有 したり協同した りするこ.とが容易にでき

る。

このような新 しい環境 と時代の要請に即 し

た教育実践を試みたが,.学 生側か らの確かな'

手応えを感 じるとともに,よ り一層の努力を

授業開発 に注 ぐ必要を強 く感 じてヤ・る。

(小林勝法)

(付記)

本研 究は,文 教大学国際学部∫共同研 究費

(1995年 度)の 助成を受けて行 った。
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